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「
馬
氏
文
通
」

に
お
け
る
傳
統
小
學

の
縫
承

の
し
か
た

愈
越

『
古
書
疑
義
墨
例
』
と
の
關
連
性
を
中
心
に西

山

猛

一

馬
建
忠

(
一
九
四
五
ー

一
九
〇
〇
)
が
彼
の
兄
相
伯
の
援
助
の
も
と
に
編
ん
だ
と
傳
え

ら

れ

る

『
馬
氏
文
通
』
二

八
九
八
年
上
巻
、
九

九
年
下
巻
)
は
中
國
に
於
け
る
最
初
の
膣
系
的
な
文
法
書
で
あ
り
、
今
日
の
交
言
語
法
研
究
に
於

い
て
も
該
書
に
よ
っ
て
提

出

さ

れ
た

考
え
方
が
そ
の
ま
ま
縫
承
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
よ
っ
て
文
言
語
法
研
究
史
を
考
え
る
際
、
延
い
て
は
文
言
語
法
の
膣
系

そ

の
も

の
を
考
え
る
際
に
も
、
『
馬
氏
文
通
』
と
い
う
書
は
必
ず
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
文
鰍
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
該
書

の
文
法
書
と
し
て
の
性
格
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
成
書
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
と
な

っ
て
く
る
が
、
該

書
の
成
書
事
情
を
見
て
み
る
と
、
『
馬
氏
文
通
』
は
清
末
民
初
に
於
け
る
中
國
の
傳
統
的
な
學
問
の
縫
承
と
西
方
か
ら

の
新
し

い
學
問

の
受
容
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
流
れ
の
過
中
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
該
書
の
成
書
過
程
研
究
の
際
に
も
こ
の
二

つ
の
流
れ
を
考
慮

『馬
氏
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
學
の
縫
承
の
し
か
た

(
西
山
)

97



中
國
文
學
論
集

第
十
六
號

し
て
論
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

で

は
實
際
今
日
ま
で
の
該
書
の
成
書
過
程
に
關
す
る
研
究
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
今
試
み
に
今
日

(
1
)

(
一
九
八
六
年
)
ま
で
の

『
馬
氏
文
通
』
研
究
を
管
見
の
及
ぶ
限
り
概
観
し
て
み
る
と
、
該
書
研
究
は
七
十
八
以
降
特

に
中

國

に

於
い

て
盛

ん
に
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
ま
ず
今
日
の
研
究
状
況
を
把
握
す
る
意
味
で
七
十
八
年
以
降

の
研
究
を
細
か
く

検
討
し
て
み
る
と
、
そ
の
主
流
と
な

っ
て
い
る
研
究
は
、
該
書
の
禮
例
を
概
括
し
た
も
の
、
「
詞
」
「次
」
「
句
讃
」
に
關
す

る
も
の
、

著
者
あ
る
い
は
版
本
に
關
す
る
も
の
、
等
々
で
あ
り
、
該
書
の
成
書
過
程
に
關
す
る
研
究
は
殆
ど
等
閑
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。ま

ず
例
え
ば
そ
の
成
書
過
程
の
な
か
の

『馬
氏
交
通
』
の
西
洋
語
法
理
論
の
受
容
に
關
す
る
研
究
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
こ

と
に
關
し
て
は
七
十
八
年
以
降
に
限
ら
ず
そ
れ
以
前
か
ら
ず

っ
と

「『馬
氏
文
通
』
は
ラ
テ
ン
語
文
法
を
中
國
の
古
文

に
適

用

し
た
も

の
で
あ
る
。」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
文
に
於

い
て
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ
て
來
た
。
が
し
か
し
そ
の
論
調
は
殆
ど
が
ま
る
で
判

で

押
し
た

よ
う
な

一
種

の
常
套
句
で
構
成
さ
れ
た
表
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
え
今
ま
で
殆
ど
無
批
判
に
そ
の
ま
ま
襲
用
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。
例
え
ば
該
書
研
究
の
基
本
的
文
獄
と
言
わ
れ
る

「『
馬
氏
文
通
』
評
述
」
[目
録

(五
五
)]
は
今
ま
で
の
該
書

に
封
す
る
批
評
を

総
じ
て
次
の
如
く
言
う
。

98

『馬
氏
文
通
』
被
人
個
批
評
得
最
利
害
的
莫
過
干
官
模
倣
西
方
語
法
。

(
『中

國

語
文

』

一
九

八

四
ー

二

、

℃
・

。。
。。
)



つ
ま
り
殆
ど
の
論
文
が
、
該
書
と
西
洋
語
法
理
論
の
關
連
性
を
否
定
的
な
評
償
を
下
す
時
に
の
み
取
り
上
げ
て
き

た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
該
書
の
西
洋
語
法
理
論

の
受
容
の
し
か
た
は
足
を
創

っ
て
履
き
物
に
合
わ
せ
た
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
と
頭
か

ら
決
め
つ
け
、
そ
の
う
え
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
何
の
具
膿
的
な
根
擦
を
示
し
て
い
な
い
も
の
も
多
く
、
實
際
に

『
馬
氏
文
通
』
の
ど
の

部
分
に
西
洋
語
法
理
論
の
ど
う
い
う
考
え
方
が
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
か
を
踏
ま
え
た
う
え
で
該
書
を
批
判
し
て
い
る
も
の
に

至

っ
て
は
皆
無
で
あ
る
。
つ
ま
り
實
際
に
具
膣
的
に

『馬
氏
文
通
』
と
西
洋
語
法
理
論
と
の
關
連
性
を
論
じ
た
研
究
は
今
日
に
至
る
ま

(
2
)

で
殆
ど
な
か

っ
た
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
該
書
の
中
國
傳
統
小
學

の
縫
承
に
關
す
る
研
究
に
し
て
も
、
七
十
八
年
以
降
の

『
馬
氏
文
通
』
研
究
状
況
を
見

て

み

る
と
、

『
馬
氏
文
通
』
と
傳
統
小
學
と
の
關
連
性
を
論
じ
た
も
の
は
僅
か
し
か
存
在
し
な
い
。
し
か
も
傳
統
小
學
と
の
關
連

性
を
述
べ
た
も
の

で
あ

っ
て
も
、
例
え
ば
前
掲
の

「『
馬
氏
文
通
』
評
述
」
が
論
じ
る
よ
う
に
、
馬
氏
と
訓
詰
學
者
の
關
係
は
次
の
よ
う
に
把
え
ら

れ

て

い
る
の
み
で
あ
る
。

馬
建
忠
封
干
訓
詰
學
者
講
虚
詞
、
常
常
説
甲
字
用
如
乙
字
、
深
致
不
漏
、
在
大
多
敷
情
況
、
他
的
批
駁
是
有
説
服
力
的
。

(
『中

國

語
文

』

一
九

八

四
-

二

、
℃
●
。。
㎝
)

つ
ま
り
今
日
の
研
究
で
は
、
馬
氏
の
訓
詰
學
者
に
封
す
る
態
度
は
全
て
に
於
い
て
批
判
的
で
あ
る
、
言
い
か
え
れ
ば
批
判
的
縫
承
と

い
う

一
面
、
し
か
把
え
ら
れ
て
い
な
い
の
が
通
常
の
よ
う
で
あ
る
。

『
馬
氏
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
學
の
縫
承
の
し
か
た

(西
山
)
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中
國
文
學
論
集

第
ー†
漏ハ睡號

し
か
し
果
た
し
て
本
當
に
、
馬
氏
は
傳
統
小
學
に
封
し
て
常
に
批
判
的
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
馬
氏
は
傳
統
小
學
に
於
け
る
前

人

の
説
を
、
全
て
の
面
に
於

い
て
茜
中
國
が
産
み
出
し
た
打
倒
す
べ
き
も
の
、
乗
り
越
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
み
考
、見
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
次
に
覗
瓢
を
移
し
て
該
書
研
究
が
本
格
化
す
る
七
十
八
年
以
前
の
研
究
を
見
て
み
る
と
、
實
は
中
國
に
於

い
て
解
放
以
後
六

十
六
年
ま
で
の
間
に
、
研
究
と
し
て
は
傍
流
で
は
あ
る
が
、
『
馬
氏
文
通
』
と
傳
統
小
學
と
の
關
連
性
に
主
眼
黙
を
置
い
て
論

じ

た
も

の
が
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
よ
う
な
研
究
と
し
て
以
下
の
も
の
が
畢
げ
ら
れ
る
。

『
「馬
氏
文
通
」
校
注
』

(章
錫
珠
)

「
『馬
氏
文
通
』
和
奮
有
講
虚
字
的
書
」

(爽
梅
翅
)

「『
馬
氏
文
通
』
以
前
的
語
法
研
究
」

(
劉
景
農
)

[
一
九

五

四
年

、

目
録

(
十

八
)
]

口

九
五
七
年
、
目
録

(十
九
)]

[
一
九

六

二
年

、

目
録

(
ゴ
コ

)]

㎜

こ
れ
ら
の
書
に
於

い
て
は
、
後
に
論
じ
る
よ
う
に
、
『
馬
氏
交
通
』
は
そ
の
多
く
の
部
分
に
於
い
て
傳
統
小
學
に
於
け
る
前

人

の
説

を
縫
承
し
て
お
り
、
そ
れ
が
該
書
成
立
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
、
と
い
う
視
鮎
を
確
か
に
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



よ

っ
て
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
研
究
を
足
掛
か
り
と
し
て
、
該
書
の
成
書
過
程
の
研
究
の
中
で
も
特
に
該
書

に
於
け
る
傳
統
小

學

の
縫
承
の
し
か
た
と
い
う
問
題
に
主
眼
黙
を
置
い
て
考
察
し
、
該
書
の
文
法
書
と
し
て
の
性
格
を
少
し
く
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と

思
う
。

本
稿
で
は
ま
ず

『
馬
氏
文
通
』
と
傳
統
小
學
と
の
關
連
性
を
前
掲
の
三
つ
の
研
究
を
も
と
に
概
括
し
、
次
に
本
稿

に
よ
る
新
し
い
意

見
と
し
て
今
ま
で
指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
該
書
と
愈
越

『古
書
疑
義
墨
例
』
と
の
關
連
性
を
論
謹
し
、
そ
し
て
最
後
に
該
書
と

『
古
書
疑
義
墨
例
』
と
の
そ
の
關
連
性
が
文
言
語
法
研
究
史
に
於
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
見
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。

二

今
ま
で
の
研
究
を
概
括
す
る
と
、
『
馬
氏
文
通
』
に
於
け
る
傳
統
小
學
の
縫
承
の
し
か
た
は
、
次
の
三
種
に
分
け
ら

れ

る
。
部
ち
、

e
傳
統
小
學
か
ら
の
前
人
の
説
の
引
用
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も

の
、
日b
前
人
の
説
の
引
用
と
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
そ

れ
と
認
め
ら
れ
る
も
の
、巳e
論
述
に
用
い
た
術
語

(
t
e
c
h
n
i
c
a
l
 
t
e
r
m

)
に
於

い
て
、
傳
統
小
學
で
以
前
用
い
ら
れ

た
あ
る
概
念
及
び

名
稻
を
踏
襲
し
て
い
る
も

の
、
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
そ
の
概
略
を
述
ぺ
て
み
た
い
。

④

該
書
に
お
い
て
例
文
の
引
用
と
は
別

に
、
傳
統
小
學
に
於
い
て
述
べ
ら
れ
た
前
人
の
説
と
し
て
書
物
の

一
部
を
引
用
し
て
い
る
箇
所

が
多
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
最
も
引
用
が
多
い
も
の
と
し
て
試
王
引
之

『経
傳
譯
詞
』
が
學
げ
ら
れ
る
。
例
を
塞
げ
る
と
以
下
の
如
く

で
あ
る
。

期

『馬
氏
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
學
の
緩
承
の
し
か
た

(西
山
)



中
國
文
學
論
集

第
十
六
晶號

名
有

一
字
不
成
詞
、
間
加

「有
」
字
以
配
之
者
、
『
詩
』
『書
』
習
用
之
。
…
…
而
國
號
之
上
、
率
加

「有
」
字
、
如

「有
虞
」

「有
夏
」
「
有
股
」
「有
周
」
之
類
、
以
上
見

『経
傳
譯
詞
』
。

(『馬
氏
文
通
』
實
字
巻
之
二
・
名
字
二
之

一
(3
))

「
不
」
字
有
代

「非
」
字
者
。
…
…

『大
戴
禮
』
王
言
篇
云

:

「畢
ざ
田
猟
之
得
、
不
以
盈
宮
室
也
。
徴
飲
於
百
姓
、
非
以
充

府
庫
也
。」
又

『
墨
子
』
非
命
篇

:

「
上
之
所
賞
、
命
固
且
賞
、
非
賢
故
賞
也
。
上
之
所
罰
、
命
固
且
罰
、
不
暴
故
罰
也
。」
前
引

二
節
内
、
「
不
」
「
非
」
爾
字
互
用
、
『
譯
詞
』
引
爲
相
代
之
謹
。

(
『馬
氏
文
通
』
實
字
巻
之
六
.
状
字
別
義
六
之
四
)

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
國
號
等
の
上
に

「有
」
の
字
を
加
え
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、

「
不
」
の
字
が

「
非
」
の
字
の
代
わ
り

を
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
際
に
、
『経
傳
譯
詞
』
の
考
え
方
を
襲
用
し
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
.

該
書
を

一
讃
す
る
と
、
こ
の
よ
う
に
前
人
の
説
の
引
用
を
明
示
し
て
い
る
部
分
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
者
が
確
認
し
た

限
り
で
は
、
例
え
ば
前
述
の

『経
傳
譯
詞
』
は
計
四
十
二
箇
所
に
於
い
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他

『説
文

解

字
』
(二
十
箇
所
)、

『
廣
詑
』
(十
一
箇
所
)
、
『
爾
雅
』
(九
箇
所
)
等
の
引
用
が
多

い
。
ま
た
注
疏
類

(
『春
秋
公
羊
解
詰
』
六
筒
所
、
『禮
記
鄭
注
』
『禮
記
正
義
』

一爾
雅
疏
』
各
四
箇
所
、
等
)
の
引
用
も
少
な
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
該
書
研
究
の
基
本
的
交
献
と
言
わ
れ

る

前

掲

の
「『
馬
氏
文
通
』
評

述
」
に
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
そ
の
前
人
の
説
を
馬
氏
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
引
用
し
た
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の

「『
馬
氏
文
通
』
和
曹
有
講
虚
字
的
書
」
に
於
い
て
指
摘
さ
れ
た
如
く
、
次
の
三
つ
の
立
場
、

魏



〔1
〕

『
文
通
』
同
意
意
官
個

(薔
有
學
説
)
的
説
法
而
引
用
了
的
。

〔2
〕
認
爲
官
椚
的
説
法
還
封
、
但
不
移
圓
満
、
『文
通
』
給
以
補
充
的
。

〔3
〕

『
文
通
』
不
同
意
宣
椚
的
説
法
而
加
以
批
判
的
。

(
『
中

國

語

文

』

一
九

五

七

=

四

、

℃
・
曽

)

つ
ま
り

「同
意
」
「補
充
」
「
批
判
」
の
三
種
の
立
場
が
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
の
パ
タ
ー
ン
に
せ
よ
、
結
局
は

『
馬
氏
文

通
』

の
成
書
過
程
に
そ
れ
ら
前
人
の
説
が
大
き
く
關
わ

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
ま
た
七
十
八
年
以
降
の
研
究
で
は
、
今
掲
げ
た
三
種
の
立
場
の
う
ち
の

〔3
〕
の
み
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
き

た
と
い
う
こ
と

も
、
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

b

該
書
に
お
い
て
、
③
と
は
違
い
、
前
人
の
説
の
引
用
と
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
そ
れ
と
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
論
述
が
あ
る
。

韓

「黄
州
賊
事
宜
状
」

・・
「臣
自
南
來
、
見
説
江
西
所
獲
共
四
百
人
。」
i
ー

「
見
説
」
者
、
「
聞
説
」
也
。
疑
爲
唐
人
方
言
.

(
『馬
氏
文
通
』
實
字
巻
之
四
・
受
動
宇
四
之
二
)

鵬

『馬
氏
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
學
の
総
承
の
し
か
た

(西
山
)
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こ
こ
は
明
ら
か
に
劉
棋

『助
字
辮
略
』

の
次
の
考
え
方
を
襲
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

脳

又
韓
退
之

「
黄
州
賊
事
宜
状
」
・・
「
臣
自
南
來
、
見
説
江
西
所
褒
共
四
百
人
.」
・:
…
案
唐
人
多
以

「聞
説
」
爲

「見
説
」
、
當

時
方
言
如
此
也
。

(
『
助
字
辮
略
』
巻

四

「
見
」
(4
))

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
『
馬
氏
文
通
』
に
於
け
る
、
唐
人
の
方
言
に
於
い
て
は

「
聞
説
」
を

「見
説
」
と
い
う
こ
と
が

あ

る
、
と
い
う

考
え
方
と
そ
の
例
文
は
、
『助
字
辮
略
』
に
擦

っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
わ
か
る
の
で
あ
る
。

ま
た
該
書
に
は
次
の
論
述
が
あ
る
。

惟
至
唐
人
疏
状
、
凡
引
敷
旨
詑
、
則
以

「者
」
足
之
。
韓
昌
黎

「論
攣
盤
法
事
宜
状
」

..
「
右
奉
敷
將
攣
睡
法
、
事
貴
精
詳
、

宜
令
臣
等
各
陳
利
害
可
否
聞
奏
者
。」
宋
明
因
之
。
今
則
平
行
公
事
文
尾
、
與
民
間
券
契
、
概
以

「者
」
字
爲
熟
者
、
此

殆

所
謂

「者
」
字
助
句
也
。

(『馬
氏
文
通
』
虚
字
巻
之
九

。
傳
信
助
字
九
之
四
)

こ
こ
も
明
ら
か
に

『助
字
辮
略
』
の
考
え
方
を
襲
用
し
て
い
る
。

又
唐
人
疏
歌
、
凡
引
敷
旨
詑
、
則
以

「
者
」
字
足
之
。
如
韓
退
之

「論
攣
踵
法
事
宜
状
」
○

●

「
右
奉
敷

將

攣

盤

法
、
事
貴
精



詳
、
宜
令
臣
等
各
陳
利
害
可
否
聞
奏
者
。」
…
…
此

「者
」
字
、
亦
語
已
之
辭
、
當
時
膣
例
如
此
也
。
宋
人
亦
多
用
此
式
。

(
『
助
字
辮
略
』
巻

三

「
者
」
)

こ
こ
に
於
い
て
も
、
唐
人
の
疏
状
に
於
い
て
敷
旨
を
引
く
締
め
括
り
に

「者
」
を
用
い
、
そ
し
て
そ
れ
が
後
世
に
於
い
て

「者
」
が

文
末
の
助
詞
に
使
わ
れ
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
、
と
い
う
考
え
方
を
、
馬
氏
は
地
の
文
の
語
句
よ
り
例
文
に
至
る
ま

で

『助
字
辮
略
』

(
5
)

を
襲
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
馬
氏
が
そ
の
引
用
を
明
示
せ
ず

に
前
人
の
説
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
筆
者
が
確
認
し
た

限

り
で
は
、
『
助
字
辮
略
』
の
引
用
が
最
も
多
く

(
二
十
八
箇
所
)、
以

下

『経
傳
譯
詞
』
(
二
十
五
箇
所
)、
『
虚

字

説
』
(十
箇
所
)、
『
讃

書
雑
志
』
(
三
箇
所
)
等
が
續
く
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き

こ
と
は
、
引
用
を
明
示
せ
ず
に
そ
の
説
を
用
い
た
書
物
は
全
て
清
代
の
も
の
で

あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
の
髄
例
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
こ
で
畢
げ
た
書
物
の
な
か
に
は
別
の
箇
所
で
は
引
用
を
明

示
し
て
用
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
右
に
畢
げ
た
書
物
と
該
書
と
の
關
連
性
は
、
そ
の
殆
ど
が
前
掲
の

『
「馬
氏
交
通
」
校
注
』
に
よ

っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
指
摘
の
な
か
で
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
臭

昌

榮

『
経

詞

術

譯
』
(『
「馬
氏
文
通
」
校
注
』、
p
・
。。○
・、
p
・
一㊤。。)、
王
引
之

『経

義
述
聞
』
(同
上
、
℃・
ω畠
)、
顧
炎
武

『左
傳
杜
解
補
正
』
(同
上
、
p・
ミ
刈)
と
の
關
連
性
を
指
摘
し
た
部
分
で
あ

る
。
と
い
う
の

は

『馬
氏
文
通
』
に
於

い
て
こ
れ
ら
の
書
物
を
明
示
し
て
引
用
し
た
箇
所
が
全
く
な
く
、

つ
ま
り
こ
の

『「
馬
氏

文

通
」
校
注
』
に
於

い
て
初
め
て
該
書
と
そ
れ
ら
の
書
物
と
の
關
連
性
が
明
ら
か
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

『馬
氏
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
學
の
緩
承
の
し
か
た

(西
山
)
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例
・兄
ば
該
書
と

『経
詞
衛
譯
』
と
の
關
連
性
に
つ
い
て
は
次
の
様
な
注
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。

『
論
』
述
而

:

「
女
癸
不
日
…
:
・不
知
老
之
將
至
云
爾
。」
=
ー

「云
爾
」
者
、
重
記
其
所
言
如

是

也
。
「
爾
」
者
、
「如
是
」

也
。

〔2
8
〕

[2
8
]
『経
詞
衛
譯
』
巻
三
云

:

「云
爾
、
猶
如
此
也
。
(…
…

『論
語
』
・・
「
不
知
老
之
將
至
云
爾
。」)」

(『「馬
氏
文
通
」
校
注
』
、
p●
一㊤。。)

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
『
論
語
』
述
而
の
例
交
中
に
於
け
る

「
云
爾
」
を

「如
是
」
と
す
る
馬
氏
の
考
え
方
は
、
『経
詞
衛
譯
』
巻
三
の

解
譯
を
襲

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
ほ
か
に
該
書
と
傳
統
小
學
關
係
の
書
物
と
の
關
連
性
を
明
ら
か
に
し
た
論
文
と
し
て
、
前
掲
の

「『
馬
氏
交
通
』
和

奮

有

講
虚
字
的
書
」
が
墨
げ
ら
れ
る
。

概
略
を
基
げ
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

一
般
人
都
把

『馬
氏
文
通
』
看
作
是
純
粋
模
倣
西
洋
語
法
爲
成
的
、
這
種
看
法
井
不
正
確
。
其
實
馬
建
忠

「
因
西
文
巳
有
之
規

矩
」
、
是
膣
系
上
主
要
参
照
西
洋
語
法
、
至
干
膣
系
中
的
個
別
部
分
和
個
別
虚
字
的
解
譯
、
御
往
往
縫
承
了
奮
有
的
講
虚

字

的
書

鵬



上
的
説
法
、
特
別
是
衰
仁
林
的

『
虚
字
説
』
。

現
在
犀
出

『文
通
』
和

『虚
字
説
』
里
有
關
的

一
些
例
子
如
下
:

〔1
〕

「
則
」
字

「即
」
字
、
乃
直
承
順
接
之
辭
、
猫
俗
云
就
也
、
與
上
文
影
響
相
随
、
口
吻
甚
緊
。
(虚
字
説
、
p
・
ωω)

「
則
」
字
乃
直
承
順
接
之
辭
、
與
上
文
影
響
相
随
、
口
吻
甚
緊
。
(文
通
、
p
・
ωお
)

〔1
0
〕

「
難
」
字
乃
宕
開
鉄
入
之
辭
、
極
善
錆
納
、
惟
其
錆
納
、
故
可
男
折
。
用
在
前
文
後
者
、
錆
納
前
説
、

男
折
後
語
、
由

宕
開
而
跣
入
。
用
在
壁
頭
起
句
者
、
錆
納
言
下
過
甚

一
邊
、
男
折
見
意
、
由
宕
出
而
跣
入
。
(虚
字
説
、
p
・
。。o
)

其
拓
開
朕
入
之
辭
、
則
有

「錐
」
「縦
」
雨
字
。

…
…
諸

「縦
」
字
皆
以
領
讃
、
意
在
推
開
上
交
而
鉄
落
本
意
也
。
而
経
籍
中

「縦
」
字
不
多
見
、
「
錐
」
字
則

所

在
而

有
。

設
辭
之
後
、
復
有
以

「錐
」
字
宕
鉄
者
、
亦
習
見
也
。

…
…
諸
所
引
節
、
始
則
以
設
辭

一
推
、
縫
以

「錐
」
字

一
践
、
而
後
折
牧
本
意
。

(文
通
、
p
p
.
4
0
3
-
4
0
8

)

從
上
面
這
些
例
句
中
、
根
清
楚
地
看
出
來
、
『
文
通
』
的
立
論
、
甚
至
所
用
詞
句
、
都
采
用
了

『虚
字
説
』
、
宣
的
主
要
論
貼
不

超
出

『
虚
字
説
』
的
範
園
。
如

〔8
〕
〔9
〕
〔1
0
〕
等
例
也
只
是
在

『虚
字
説
』
的

「神
情
聲
氣
」
観
貼
上
加
以
稜
揮
罷
了
。

上
引
各
例
所
講
的
詞
、
都
是

『文
通
』
中
的
連
字
和
助
字
。
助
字
是

「華
文
所
濁
」
、
而
且
是
古
來
學
者
研
究
得
最
深

入

的
、

『
馬
氏
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
学
の
縫
承
の
し
か
た

(西
山
)

獅



中
一國
文
學
論
山集

第
十
六
號

所
以
馬
氏
在
這
方
面
縫
承
和
吸
牧
奮
有
學
説
爲
多
、
又
特
別
選
用
比
較
強
調
用
聲
音
模
擬
語
氣
的

『虚
字
説
』。

此
外
、
連

字

和

助
字
有
前
後
相
互
呼
鷹
的
關
係
、
因
此
馬
氏
也
就
用
類
似
解
譯
助
字
的
方
式
同
時
來
解
繹
連
字
。
這
些
都
是
馬

氏

縫

承

奮
有
學

説
、
不
是
襲
取
西
洋
語
法
的
。
…
…
這
都
可
以
謹
明
、
『交
通
』

一
書

一
方
面
固
然
是

「葛
朗
焉
而
作
」
、
男

一
方
面
官
也
縫
承
了

一
部
分
奮
有
的
説
法
。

(
『中
國
語
文
』
一
九
五
七
-
四
、
pで
・
NO
ー
配
)

畑

こ
の
論
文
は

『馬
氏
文
通
』
と
西
洋
語
法
理
論
と
の
關
連
性
の
み
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
研
究
方
向

に
封
す
る
批
判

と

い
う
意
味
合
い
で
書
か
れ
た
も
の
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
蓑
仁
林

『虚
字
説
』
と
の
關
連
性
が
初
め
て
明

ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
馬
氏
が

『
虚
字
説
』
を
引
用
す
る
場
合
・
殆
ど
無
批
判
に
そ
の
學
説
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
心
面
)

こ
の
論
文
に
よ

っ
て
問
題
提
起
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
ず
馬
氏
が
引
用
を
明
示
す
る
こ
と
な
し
に
そ
の
説
を
縫
承
し
て

い
る
傳
統
小
學

關
係

の
書
物
は
ま
だ
ほ
か
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
馬
氏
が
、
そ
の
よ
う
な
明
示
し
て
用
い
た
箇

所
が
他
の
部
分
に
於
い
て
も
全
く
な
い
書
物
を
引
用
す
る
場
合
、
殆
ど
無
批
判
に
そ
の
説
を
採
用
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う

(
7
)

こ
と

で
あ
る
。

㈲

該
書
に
於
い
て
使
用
さ
れ
る
術
語
に
關
し
て
馬
氏
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

凡
立
言
、
先
正
所
用
之
名
以
定
命
義
之
所
在
者
、
日

「
界
説
」
。



界
之
云
者
、
所
以
限
其
義
之
所
止
、
使
無
越
絆
也
。
書
中
所
命
之
名
、
有
因
儒
先
所
経
用
者
、
有
今
所
特
創
者
、
今
爲
各
立
界

説
、
而
命
義
乃
明
。

(
『
馬
氏
文
通
』
正
名
巻
之

一
)

こ
こ
で
馬
氏
は
、
自
己
の
用
い
た
術
語
に
は
彼
自
身

の
創
始
に
よ
る
も
の
と
、
そ
れ
以
前
に
も
傳
統
小
學
に
於
い
て
用
い
ら
れ
て
い

た
も

の
と
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
馬
氏
は
、
あ
る
術
語

に
於
い
て
は
傳
統
小
學
に
於

い
て
用

い
ら
れ
て
い
た
あ
る
概
念
及
び
名
稻
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
關
し
て
は
、
既
に
前
掲
の

「『
馬
氏
文
通
』
以
前
的
語
法
研
究
」
に
詳
し
い
論
讃
が
あ
る
。
例
え
ば

『
馬
氏

文

通
』
に

(
8
)

於
け

る
重
要
な
術
語
で
あ
る

「歌
字
」
、
「指
示
代
字
」
と
い
つ
た
名
樗
に
つ
い
て
こ
の
論
文
の
作
者
は
以
下
の
如
く
述
べ
る
。

正
因
爲

「實
字
易
訓
、
虚
字
難
譯
」
(玩
元
語
)
的
縁
故
、
清
初
劉
漢
、
衰
仁
林
和
稽
後
的
王
引
之
等
都
有
研
究

「虚
字
」
的
專

著
。
這
些
書
中
、
就
経
常
使
用
術
語
來
解
譯
。
如
劉
著

『助
字
辮
略
』
中
所
謂

「疑
詞
」
「
決
詞
」
「設
詞
」
「断
詞
」
「
獲
語
詞
」

等
、
王
著

『経
傳
譯
詞
』
中
所
謂

「語
助
」
「願
詞
」
「
韓
語
詞
」
「
指
事
之
詞
」
「状
事
之
詞
」
等
、
這
此
二名
目
有
些
是
沿
用
的
、

也
有
些
創
立
的
。
後
來

『馬
氏
文
通
』
中
所
説
的

「状
字
」
「
指
示
代
字
」
等
名
目
也
許
是
由

「状
事
之
詞
」
「
指
事
之
詞
」
而
轄

來
的
。

(『山
東
大
學
學
報
』

一
九
六
二
ー
二
、
一)・
誤
)

靭

『
馬
氏
文
通

』
に
お
け

る
傳
統
小
学

の
綴
承

の
し
か
た

(
西
山

)
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こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
『助
字
辮
略
』
、
『経
傳
繹
詞
』
に
於
い
て
用
い
ら
れ
た
術
語
に
は
作
者
自
身
の
創
始

に
よ
る
も
の
と
、

そ
れ
以
前
に
も
傳
統
小
學
に
於
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら

『馬
氏
文
通
』
に
於

い
て
用
い
ら
れ
て
い
る

「状
字
」
「
指
示
代
字
」
と
い
う
術
語
は

『経
傳
譯
詞
』
の

「
状
事
之
詞
」
「
指
事
之
詞
」
と
い
う
術
語
を
襲
用

し
て
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
論
文
に
は
、
今
基
げ
た

「状
字
」
「指
示
代
字
」
以
外
に
も
、
例
え
ば

「歎
字
」
は

『
毛
詩
故
訓
傳
』
に
、
「
句
」
は
劉
駕

『
文

心
雛
龍
』
章
句
に
、
「傳
信
、
傳
疑
助
字
」
は
柳
宗
元

「答
杜
温
夫
書
」
に
、
「實
字
」
「
虚
字
」
は
張
炎

『詞
源
』
に
、
「
名
字
」
は
劉

熈

『
譯
名
』
に
、
「
動
字
」
「静
字
」
は
劉
鑑

「経
史
動
静
字
一音
」
(『切
韻
指
南
』
附
録
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
來
源
を
求
め
て
い
る
。

と

こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
論
謹
の
ほ
か
に
今
新
た
に
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
馬
氏
が
術
語
を
新
し
く
定
め
る
場
合
、
あ
る
傳

統
小
學
關
係
の
書
物
の

一
記
述
を
そ
の
根
擦
と
す
る
、
と
い
う
縫
承
の
し
か
た
が
基
げ
ら
れ
る
。

(
9
)

例
え
ば

『
馬
氏
文
通
』
の

「
字
類
」

の
う
ち

「虚
字
」
の
分
類
基
準
に
關
し
て
は
、
『文
心
離
龍
』
章
句
に
そ
の
根
櫨
を
求

め

て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

m

次
論

「虚
字
」
。
凡
字
無
義
理
可
解
而
惟
用
以
助
辭
氣
之
不
足
者
日

「虚
字
」
。
劉
彦
和
云
ー

「
至
於

『夫
』
『
惟
』
『蓋
』
『故
』

者
、
稜
端
之
首
唱
、
『
之
』
『
而
』
『
於
』
『
以
』
者
、
乃
筍
句
之
蕾
禮
、
『乎
』
『
哉
』
『　
』
『
也
』
、
亦
邊
末
之

常

科
。」
「
虚
字
」

所
助
、
蓋
不
外
此
三
端
、
而
以
類
別
之
者
因
是
已
。

(『馬
氏
文
通
』
序
)



こ
こ
で
は
馬
氏
は
、
「
虚
字
」
の
機
能
と
い
う
も

の
は
劉
劔
の
言
う
所
の

「護
端
之
首
唱
」
「筍
句
之
奮
膿
」
「
邊
末
之

常

科
」
の
三

つ
に
ほ
か
な
ら
ず
、
よ

っ
て

「虚
字
」
の
分
類
も
こ
の
考
え
方
に
依
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
後
の

「
正
名
篇
」

に
於
い
て
そ
れ
ぞ
れ

に

「連
字
」
「介
字
」
「助
字
」
の
名
構
を
與
え
て
い
る
。

そ
の
他
、
筆
者

の
見
た
限
り
で
は
、
「
起
詞
」
「止
詞
」
に
關
し
て
は

『春
秋
公
羊
解
詰
』
に
、
「
外
動
字
」
「内
動
字
」
に
關
し
て
は

『春
秋
公
羊
解
詰
』
と

『洪
武
正
韻
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
根
披
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
様

な
、
馬
氏
が
術
語
を

新

し
く
定
め
る
場
合
あ
る
傳
統
小
學
關
係
の
書
物

の

一
記
述
を
そ
の
根
捺
と
し
て
い
る
と
い
う
縫
承
の
し
か
た
は
今

ま
で
指
摘
さ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
關
連
性
も
該
書
が
傳
統
小
學
に
於
い
て
用
い
ら
れ
た
概
念
を
縫
承
し
て
い
る
根

擦
に
な
り
う
る
の

(
10
)

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
Q

以
上
㈲
、
㈲
、
C
日を
要
す
る
に
、
『馬
氏
文
通
』
は
そ
の
多
く
の
部
分
に
於
い
て
傳
統
小
學
に
於
け
る
前
人
の
考
え
方
を
縫

承

し
て

(
11

)

お
り
、
そ
れ
が
該
書
成
立
に
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持

つ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
わ
か
る
の
で
あ
る
。

三

前
章
の
b
で
述
べ
た
如
く
、
馬
氏
が
引
用
を
明
示
せ
ず
に
そ

の
前
人
の
説
を
縫
承
し
て
い
る
傳
統
小
學
關
係
の
書
物
が
ま
だ
ほ
か
に

存

在
す
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
本
章
で
は
そ
の
試
み
の

一
つ
と
し
て
、
今
ま
で
具
膣
的
に
指
摘
さ
れ
る

こ
と
の
な
か

っ
た
該

書
と
愈
継

(
一
八
二
一
ー

一
九
〇
六
)
『古
書
疑
義
畢
例
』
(
一
八
七

一年
)
と
の
關
連
性
を
見
て
み
た
い
。

『馬
氏
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
学
の
縫
承
の
し
か
た

(
西
山
)

m
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と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
こ
こ
で
殊
更
に
該
書
と

『古
書
疑
義
畢
例
』
と
の
關
連
性
に
着
目
す
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
馬
氏
の
知
己
で

(
12
)

あ

る
梁
啓
超

(
一
八
七
三
i

一
九
二
九
)
の

一
連
の
著
作
の
中
に
、
以
下
の
様
な
記
述
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

211

…
…
而
以
極
嚴
正
之
訓
詰
家
貫
穴
群
書
而
會
日其
通
者
、
則
王
引
之
之

『経
傳
譯
詞
』
、
愈
越
之

『古
書
疑
義
畢
例
』
最

精

難
、

近
世
則
章
嫡
麟
之

『
小
學
答
問
』
、
盆
多
新
理
解
、
而
馬
建
忠
學
之
以
著

『文
通
』
、
嚴
復
學
之
以
著

『
英
文

漢

詰
』
、
爲

「文
典

(
13
)

學
」
之
椎
輪
焉
。

(『清
代
學
術
概
論
』
十
四
)

こ

こ
で

は

馬

氏
が

『
経

傳

譯

詞

』
、

『
古

書

疑

義

基

例
』

を

學

ん

で

『
文

通

』

を

著

し

た

こ
と

を

述

べ

て

い

る

(
『
小
學
答
問
』
は

一
九

一
五
年

成
書

で
あ

り
、
『
馬
氏
文

通
』
成
書

〔
一
八
九
八
、
九
九
年
〕

よ
り
後

の
こ
と
で
あ

る
)
。

『交
通
』
十
巻
、
丹
徒
馬
建
忠
眉
叔
著
。

眉
叔
是
深
通
欧
文
的
人
。
這
部
書
是
把
王

(引
之
)
愈

(越
)
之
學
融
會
貫
通
之
後
、
倣
欧
人
的
文
法
書
把
語
詞
詳

密

分

類
組

織
而
成
的
。
著
書
的
時
候
是
光
緒
二
十

一
、
二
年
。
他
住
在
上
海
的
昌
壽
里
、
毎
成

一
條
、
我
便
先
賭
爲
快
、
有
時
還
承
他
虚
心

(
14
)

商

確

。

(
『
中
國
近

三
百
年
學
術
史

』
十

三

・
溝
代
學

者
整
理
蕾
學
之
糖
成
續
之

一
・

〔
二
〕
小
學
及
晋
駒
學

)

こ
こ
で
は

『文
通
』
は
王
引
之
、
愈
越
の
學
問
を
十
分
に
理
解
し
た
後
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
文
法
書
に
倣

つ
て
輩
語
を
細
か
く
分



類
し
て
成

っ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
馬
氏
が
該
書
を
著

し

て
い
た
光

緒
二
十

一
、
二
年

二

八
九
五
、
九
六
年
)
に

は
、
梁
氏
は
馬
氏
が
書
き
上
げ
た
該
書
の

一
條
ご
と
を
見
せ
て
も
ら
い
、
時
に
は
二
人
で
論
を
た
た
か
わ
す
こ
と
も
あ

っ
た
、
と
い
う

記
述
は
、
梁
氏
が
該
書
の
成
書
事
情
に
詳
し
か

つ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

而
最
近
則
馬
眉
叔

(建
忠
)
著

『文
通
』
、
亦
任几
籍
高
郵

(眉
叔
著
書
時
、
余
在
上
海
居
相
隣
、
往
往
有
所
商
確
、
知
其
財
於

『経
傳
繹

謁
』
、
『古
書
疑
義
拳
例
』
者
掲
多
也
。)、
創
前
古
未
有
之
業
。
中
國
之
有
文
典
、
自
馬
氏
始
。

(
『蝶

室
文
集
』
所
牧

「論
中
國
學
術
思
想
攣
遷
之
大
勢
」
近
世
之
學
術

.
第
二
節

・
乾
認

%
)

こ
こ
で
は
馬
氏
が

『文
通
』
を
著
し
て
い
た
頃
、
梁
氏
は
そ
の
近
く
に
住
ん
で
お
り
、
よ
く
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
た
た
か
わ

す

こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
馬
氏
は
該
書
執
筆
の
際

『経
傳
澤
詞
』
、
『
古
書
疑
義
基
例
』
を
論
述

の
材
料
と
す
る
こ

と
が
特
に
多
か

っ
た
、
と
い
う
記
述
か
ら
、
馬
氏
が

『
経
傳
譯
詞
』
、
『古
書
疑
義
纂
例
』
を
傍
ら
に
置
き

つ
つ

『交
通
』
を
書
い
て
い

る
と
こ
ろ
を
、
梁
氏
は
實
際

に
見
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
三
件
の
資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
『
経
傳
譯
詞
』
、
『
古
書
疑
義
基
例
』

の
爾
書
は

『
馬
氏
文
通
』
の
成
書
に
非
常
に
大

き
な

役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

『古
書
疑
義
基
例
』
は
、
前
章
e
、
b
、
ω
の
縫
承
の
し
か
た
い
ず
れ
に
於

い
て
も

重
要
な
位
置
を
占
め
た

『経
傳
譯
詞
』
と
並
び
構
さ
れ
る
ほ
ど
の
書
物
で
あ
る
か
ら
に
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
書
は

『
馬
氏
文
通
』
に
於

け

る
傳
統
小
學
の
縫
承
の
し
か
た
に
於
い
て
も
か
な
り
重
要
な
位
置
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
疑
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

『馬
民
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
学
の
縫
承
の
し
か
た

(西
山
)
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文
學
論
焦
ρ
榊弟
十
六
曲號

ま
た
後
の
二
つ
の
資
料
か
ら
、
梁
氏
は

『
馬
氏
文
通
』
の
成
書
事
情
に
か
な
り
詳
し
か

っ
た
こ
と
も
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
こ
と
に
關
し
て
は
既
に

「『
馬
氏
文
通
』
的
實
際
作
者
是
馬
相
伯
鳴
?
」
[
目
録

(
四
九
)]
に
詳
し
い
論
謹
が
あ
る
。
こ
の
論

文
に
於

い
て
作
者
は
梁
氏
に
關
し
て
衣
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。

m

當

一
八
九
六
年
梁
啓
超
居
住
上
海
時
、
與
馬
相
伯
、
馬
建
忠
雨
兄
弟
關
係
稔
熟
、
過
從
甚
密
、
且
毎
晩
輯
到
馬
氏
兄
弟
塵
學
習

拉
丁
文
。
後
來

『馬
氏
交
通
』
出
版
前
、
還

「持
其
稿
以
示
」
梁
啓
超
。
因
此
、
梁
啓
超
翼

『馬
氏
文
通
』
的
成
書
是
清
楚
的
。

(『學
林
漫
録
』
五
集
所
牧
、
℃
℃・
一。。αi
一。。刈)

つ
ま
り
こ
の
論
考
に
於
い
て
も
梁
氏
は
該
書
の
成
書
事
情
に
か
な
り
詳
し
か

っ
た
と
い
う
結
論
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
以

上

の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
梁
氏
の
著
し
た
上
掲
の
資
料
に
は
か
な
り
の
信
愚
性
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

で
は
以
上
の
根
披
を
も
と
に
、
今
試
み
に
両
書
の
關
連
す
る
部
分
を
指
摘
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
論
述
の
都
合
上
、
爾
書
を
検
討

し
た
結
果
を
整
理
し
た
、
e

「倒
装
句
」
に
關
す
る
も
の
、
b

「詞
類
活
用
」
に
關
す
る
も
の
、
と
い
う
二
つ
の
観
黙
か
ら
見
て
み
た

い
と
思
う
。

④

「倒
装
句
」
に
關
し
て

『
古
書
疑
義
畢
例
』
に
は
次
の
様
な
記
述
が
あ
る
。



古
人
多
有
以
倒
装
句
成
文
者
、
順
讃
之
則
失
其
解
　
○
僖
二
十
三
年

『
左
傳
』

:

「其
人
能
靖
者
與
有
幾
?
」
、
昭

十

九
年

:

「
諺
所
謂
室
於
怒
市
於
色
者
、」
皆
倒
装
句
也
。

(『古
書
疑
義
睾
例
』
巻

一
〔
三
〕
倒
句
例
輪
)

(
17
)

お
そ
ら
く
こ
の
部
分
を
縫
承
し
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
該
書
の
次
の
二
箇
所
で
あ
る
。

司
詞
後
乎
介
字
、
韓
詞
後
乎
動
字
者
、
常
也
。
『
内
外
傳
』
有
反
是
者
、
後
此
則
未
之
見
也
。

…
…
又

『
昭
十
九
』

:

「諺
所
謂
室
於
怒
、
市
於
色
者
、
楚
之
謂
　
O」
i

言

「怒
於
室
、
色
於
市
」
也
。
…
…
諸
引

句

惟

見
於

『内
外
傳
』
者
。
至

『書
』
酒
詰
云

:

「人
無
於
水
監
、
當
於
民
監
。」
惟
韓
詞
先
乎
動
字
耳
、
非
倒
文
也
。

(『馬
氏
文
通
』
虚
字
巻
之
七
・
介
字

・
「於
」
字
之
用
七
之
二
)

『左
傳
』
僖
公
二
十
三
年
云
:

「其
人
能
靖
者
與
有
幾
?
・」
猶
云

「有
幾
人
能
靖
者
與
」
也
。
…
…
本
句
倒
文
與
前
引
同
義
、

蓋
深
責
而
歎
之
之
辭
也
。

(
『馬
氏
文
通
』
虚
字
巻
之
九

・
傳
疑
助
字
九
之
五
)

つ
ま
り
こ
こ
は
、
『左
傳
』
に
於
け
る

「其
人
能
靖
者
與
有
幾
」
「室
於
怒
市
於
色
」
と
い
っ
た
文
は

「
目
的
語
+
動
詞
」
式
の

「
倒

装
句
」
で
あ
る
、
と
い
つ
た
考
え
方
を
、
『
馬
氏
文
通
』
は

『
古
書
疑
義
基
例
』
か
ら
受
け
縫
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

b

『
馬
氏
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
學
の
縫
承
の
し
か
た

(西
山
)

恥
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「
詞
類
活
用
」
に
關
し
て
は
次
の
様
な
記
述
が
あ
る
。

鵬

宣
六
年

『
公
羊
傳
』

・・
「勇
士
入
其
大
門
、
則
無
人
門
焉
者
、
」
上

「
門
」
字
實
字
也
、
下

「
門
」
字
則
爲
守

是
門
者
也
。

…
…
経
典
中
如
此
者
、
不
可
勝
塞
。

執
持
於
手
即
謂
之

「
手
」
。
荘
十
二
年

『公
羊
傳
』

:

「手
劒
而
叱
之
。」
…
…

以
女
妻
人
即
謂
之

「女
」
、
以
食
飢
人
帥
謂
之

「食
」
、
古
人
用
字
類
然
。
経
師
口
授
、
恐
其
疑
誤
、
異
其
音
讃
、
以
示
匪
別
。

…
…

『詩
』
(小
雅
大
田
)
:

「興
雨
郡
祁
、
雨
我
公
田
。」
譯
文
日
:

「興
雨
如
字
、
雨
我
干
付
反
。」
…
:
・筍
知
古
人
有
實
字
活

用
之
例
、
則
皆
可
以
不
必
　
。

(『古
書
疑
義
畢
例
』
巻
三

〔三
十
九
〕
實
字
活
用
之
例
)

こ
の
部
分
を
縫
承
し
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
次
の
三
箇
所
で
あ
る
。

字
有

一
字

一
義
者
、
亦
有

一
字
敷
義
者
。
後
儒
以
字
義
不

=
冊
別
以
四
聲
、
古
無
是
也
。
凡
字
之
有
激
義
者
、
未

能

拘

於

一

類

、

必

須

相

其

句

中

所

塵

之
位

、

乃

可
類

焉

。

…

…

『
公
』

宣

六

:

「
勇

士

入

其

大

門

即

無

人

門

焉
者

、

入
其

閨

則

無

人

閨

焉

者

。
」

前

「
門
」

字

、

名

也

、

後

「
門

」

字

、

解

守

也

、

動

字

也

。
・

…

…

凡

此
之

類

、

不

可
枚

畢

、

讃

者

當

自

得

之

。

(
『
馬
氏
文

通
』
正
名
巻
之

一
)



動
字
既
類
、
其
用
不
棄
、
其
爲
膣
也
無
方
、
名
字
、
代
字
、
静
字
、
状
字
皆
假
借
焉
。
有
假
公
名
、
本
名
爲
動
字
者
。

…
…

(
『公
』)
荘
十
三

:

「曹
子
手
創
而
從
之
」
i
i

「手
」
字
假
爲
外
動
。

(『馬
氏
文
通
』
實
字
巻
之
五

・
動
字
假
借
五
之

一
)

同

一
字
也
、
有
因
異
韻
而
爲
名
字
、
爲
動
字
者
、
已
略
見
於
名
字
篇
内
。
更
有
以
音
異
而
厘
爲
静
字
與
動
字
者
、
或
匪
爲
内
、

外
動
字
者
、
或
匿
爲
受
動
輿
外
動
者
、
且
有
匪
爲
其
他
字
類
者
、
散
見
於
書
。

…
…

「
雨
」
字
、
上
讃
名
字
、
所
雨
也
。
去
謹

無
主
動
字
、
『詩
』
小
雅
大
田
・・
「
雨
我
公
田
。」

(『馬
氏
文
通
』
實
字
巻
之
五
・
動
字
辮
音
五
之
二
)

つ
ま
り
こ
こ
は
、
「無
人
門
焉
者
」
の

「
門
」
の
字
を

「
門
を
守
る
」
と
解
譯
し
、
「
手
創
而
叱
之
」
(『馬
氏
文
通
』
で
は

「從
之
」)
の

「手
」
の
字
を

「手
に
執
る
」
と
解
繹
し
、
コ
剛
我
公
田
」
の

「雨
」
の
字
を

「雨
ふ
る
」
と
解
譯
す
る
考
え
方
を
、
『
馬
氏
文
通
』
は

『古
書
疑
義
塞
例
』
か
ら
受
け
縫
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

筆
者
が
把
握
で
き
た
限
り
で
は
、
以
上
の
二
黙
に
於
い
て
關
連
性
が
認
め
ら
れ
た
。

四

前
章
に
於
い
て

「倒
装
句
」
、
「
詞
類
活
用
」
と
い
う
二
つ
の
観
黙
か
ら

『
馬
氏
文
通
』
と

『
古
書
疑
義
學
例
』
と
の
關
連
性
を
見
て

き
た
。
本
章
で
は
こ
の
關
連
性
が
交
言
語
法
學
史
に
於
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
簡
軍
に
見
て
み
た

い
。

『馬
氏
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
學
の
縫
承
の
し
か
た

(西
山
)

m
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)

ま
ず

「倒
装
句
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
前
章
④

に
於

い
て
述
べ
ら
れ
た

「倒
装
句
」
と
は
、
文
言口語
法
書
に
於

い
て
よ
く
論
じ

ら
れ
る
所
の
疑
問
や
感
嘆
を
表
す

「述
語
+
主
語
」
式

の
構

文

(例
え
ば

『季

』
膝
文
公
上
..
「大
哉
、
尭
之
爲
君
也
⊥

)
や
、
疑

問

箕

否
髪

強
調
構
文
中
に
於
け
る

「代
詞
目
的
語
+
動
詞
」
式
の
構

又

(都

え
ば

『論
語
』
垂

・.
「
五.誰
欺
?
欺
天
乎
?
H

『鯉

暇』

齊
語

:
「
郷
國
未
吾
親

也
・
」
・
『
論
語
』
爲
政

・・
「
父
母
唯
其
疾
之
憂

。
」
)

で

は
な

く

、

『
馬

氏

文

通

』

に
於

い
て

も

蛍
口
わ

れ

て

い
る

よ

う

に
、

主

に

暮

秋

内

外

傳

』

(
『
左
傳
』
『
國
語

』
)

に
見

ら

れ

る

特
有

の

現

象

で
あ

る
。

よ

っ
イ、

「
茎

.
語

法

」

と

い
う

大

き

な

枠

組

み

の

中

に

於

い
て

は
・

こ

の

こ
と

が

論

じ

ら

れ

る

こ
と

は
今

は
殆

ど

な

く

な

つ
イ、
い
る

。

例

え
ば

楊

伯

峻

氏

は

『
文

二二口
語

法

』

の
攣

口
に
於

い
て

次

の
よ
う

に
述

べ

て

い

る
。

期

上
面
説
過
、
文
言
文
有
各
式
各
様
、
有
的
逼
近
於
古
代
、
有
的
接
近
於
當
時
、
聰
而
二=口
之
、
都
依
違
於
古
代
語
　二口和
當
代
語
言
口

之
間
。
這
中
間
大
概
有

一
個
這
様
的
標
準
、

一
方
面
、
凡
占
代
詞
彙
和
造
句
法
能
容
易
爲
當
時
人
所
了
解
所
接
受
的
、
便
運
用
得

多
、
流
傳
得
久
、
不
然
、
便
根
快
死
去
。

…
…
又
壁
口如
、
把

「謀
於
私
族
」
説
成

「私
族
於
謀
」
、
把

「怒

於

室
」
説
成

「室

於
怒
」
(爾
例
都
見
於

『左
傳
』
昭
公
十
九
年
)、
這
是
根
不
平
常
的
説
法
、
只
在

『左
傳
』
和

「國
語
』
雨
書
中
見

過

幾

次
、
所
以

誰
也
不
模
倣
官
。

…
…
從
這

一
標
準
來
看
、
採
用
古
代
語
言
或
者
當
代
語
言
入
文
、
就
是
不
同
的
作
者
、
也
都
有

一
個
不
謀
而

同
的
最
大
公
約
数
。
這
宿

最
大
公
簸

就
書

往
今
來
都
行
之
盤
描大
灘

的
詞
彙
與
造
句
法
。
我
椚
若
作
概
種

的
螺

、

便

可

以

從

這

一
最

大

公

約

敷

着

手

。

(
『
文
言
語
法
』
第

一
章

.
緒

冒口
、
℃
・
ω
)



こ
の
よ
う
に
、
楊
氏
は

「室
於
怒
」
に
代
表
さ
れ
る
が
如
き
特
殊
な

「
倒
装
句
」
を
、
「
文
言
語
法
」
と
い
う
枠
組
み
か
ら

外

れ
る

も

の
と
し
て
切
り
捨
て
て
い
る
。
そ
の
他
の
文
言
語
法
書
も
概
ね
同
じ
で
あ
る
。
よ
つ
て

『古
書
疑
義
塞
例
』
か
ら

『
馬
氏
文
通
』

へ

と
傳

、兄
ら
れ
た
こ
の
特
殊
な

「
倒
装
句
」
に
關
す
る
記
述
は
、
騰
系
か
ら
外
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
現
在
の
文
言
語
法
研
究
に
は
殆
ど

縫
承
さ
れ
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

次

に

「
詞
類
活
用
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
こ
の
問
題
は
傳
統
小
學
に
於
い
て
も
宋
代
の
詩
話
類
を
始
め
と
し
て
清
朝
末
期
に
至

(
21
)

る
ま

で
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
『
古
書
疑
義
塞
例
』
に
於
い
て
も
そ
れ
ら
の
論
黙
を
踏
ま
え
た
上
で

「實
字

活

用
」

の
問
題
を
論
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
南
宋
の
詩
話
類
で
は
楊
萬
里

『誠
齋
詩
話
』
に
於
い
て
そ
の
こ
と
に
關
す
る
記
述
が
あ

る
。

詩
有
實
字
而
善
用
之
者
、
以
實
爲
虚
。
杜
云

「弟
子
貧
原
憲
、
諸
生
老
伏
度
。」
老
字
蓋
用

「趙
充
國
請
行
、
上
老
之
。」
(
22
)

(
『
誠

齋

詩

話

』
)

ま
た
清
朝
初
期
で
は
衰
仁
林

『虚
字
説
』
に
於
い
て
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

實
字
虚
用
、
死
字
活
用
、
此
等
用
法
、
錐
字
書
亦
不
能
往
偏
繹
、
如

「
人
其
人
、
火
其
書
、
鷹
其
居
」
、
「
嘘
其
國
、
草
其
朝
」
、

「
生
死
肉
骨
」
、
「
土
國
城
漕
」
之
類
、
上

一
字
倶
係
死
實
字
、

一
経
如
此
用
之
、
頓
成
虚
活
、
而
反
豊
意
味
無
窮
。

『
馬
氏
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
學
の
織
承
の
し
か
た

(
西
山
)

…
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)

(『虚
字
説
』
虚
字
総
説
)

次

に
視
鮎
を
轄
じ
て

『馬
氏
文
通
』
以
降
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
陳
承
澤

『
國
文
法
草
創
』
に
於

い
て
、
「
詞
類
活
用
」
と

い
う
大

ま
か
な
考
え
方
の
中
で
も
特
に

「致
動
用
」
、
「
意
動
用
」
と
い
う
二
つ
の
問
題
を
中
心
に
こ
の
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
傾

向

が

強

く
な

り
、
次
に
楊
樹
達

『高
等
國
文
法
』
、
楊
伯
峻

『
文
言
語
法
』
等

へ
と
こ
の
考
え
方
は
引
き
縫
が
れ
、
今
日
で
は
中
國

に
於
け

る
古
代

漢
語

の
規
範
文
法
と
も
言
う
べ
き
王
力
主
編

『古
代
漢
語
』
、
郭
錫
良
等
編

『古
代
漢
語
』
に
於
い
て
そ
の
考
え
方
が

縫
承
さ

れ

て
い

輸
・)例

え
ば
王
力
主
編

『
古
代
漢
語
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

詞
類
的
活
用

…
…
在
這

一
節
裏
、
我
椚
準
備
討
論
以
下
幾
個
問
題

:
①
名
詞
用
如
動
詞
、
②
動
詞
、
形
容
詞
、
名
詞
的
使
動
用
法
、
③
形
容

詞
、
名
詞
的
意
動
用
法
、
④
名
詞
用
作
状
語
、
⑤
動
詞
用
作
状
語
。

(
一
)

名
詞
用
如
動
詞

古
代
漢
語
名
詞
可
以
用
如
動
詞
的
現
象
相
當
普
遍
。
例
如

「晋
軍
函
陵
、
秦
軍
氾
南
。」
(『左
傳
』
僖
公
三
十
年
)
…
…

拗



(二
)

動
詞
、
形
容
詞
、
名
詞
的
使
動
用
法

所
謂
動
詞
的
使
動
用
法
、
顧
名
思
義
、
就
是
主
語
所
代
表
的
人
物
並
不
施
行
這
個
動
詞
所
表
示
的
動
作
、
而
是
使
賓
語
所
代
表

的
人
或
事
物
施
行
這
個
動
作
。
例
如

『左
傳
』
隠
公
元
年

:

「荘
公
磨
生
、
驚
姜
氏
」
、
這
不
是
説
荘
公
本
人
吃
驚
、
而

是

説
荘

公
使
姜
氏
吃
驚
。

(三
)

形
容
詞
、
名
詞
的
意
動
屠
法

所
謂
形
容
詞
的
意
動
用
法
、
不
是
説
使
賓
語
所
代
表
的
人
或
事
物
具
有
這
個
形
容
詞
所
代
表
的
性
質
或
状
態
、
而
是
主
観
上
認

爲
他
具
有
這
種
性
質
或
獣
態
。
例
如

『
孟
子
』
蓋
心
上

:

「
孔
子
登
東
山
而
小
魯
」
、
不
是
説
孔
子
使
魯
國
攣
小
了
、
而

是

説
孔

子
登
上
畳
得
魯
國
小
了

(以
魯
為
小
)。

(中
華
書
局

一
九
八
一
年
修
訂
本
、
毛
・ωδ
ー
ω鵠
)

こ
こ
で
は

「名
詞
を
動
詞

の
如
く
用
い
る
」
例
と
し
て

「軍
」
と
い
う
名
詞
を

「軍
を
と
ど
め
る
」
と
い
う
意
味
で

用

い

た

例
・又

と
、
「
使
動
用
法
」
の
例
と
し
て

「
驚
く
」
と
い
う
自
動
詞
を

「
驚
か
す
」
と
い
う
意
味
で
用
い
た
例
文
と
、
「
意
動
用
法
」
の
例
と
し

て

「
小
さ
い
」
と
い
う
形
容
詞
を

「小
さ
い
と
す
る
」
(小
さ
い
と
み
な
す
)
と
い
う
意
味
で
用
い
た
例
文
と
を
基
げ

て
い
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
『
古
書
疑
義
墨
例
』
か
ら

『
馬
氏
文
通
』

へ
と
受
け
縫
が
れ
た

「倒
装
句
」
に
關
す
る
記
述
は
、
そ
の
特

殊
性

の
故

に
後
の
文
言
語
法
研
究
に
は
縫
承
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

一
方

「
詞
類
活
用
」
に
關
す
る
記
述
は
そ
の
後
の
文
言

『馬
氏
文
通
』
に
お
け
る
傳
統
小
學
の
縫
承
の
し
か
た

(
西
山
)

捌
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集

第
十
六
號

語
法
研
究
に
於
い
て
も
主
要
な
研
究
課
題
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の

「詞
類
活
用
」
は
、
そ
れ
以
前
の
傳
統
小
學
關
係
の

書
物

よ
り
現
在
の
文
言
語
法
書
に
至
る
ま
で
間
断
な
く
縫
承
さ
れ
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば

『
古
書

疑
義
基
例
』
か
ら

『馬
氏
文
通
』

へ
の
こ
の

「詞
類
活
用
」
と
い
う
考
え
方
の
縫
承
は
、

つ
ま
り
傳
統
小
學
か
ら
後
の
文
言
語
法
研
究

へ
の

一
つ
の
橋
渡
し
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(
一
九
八
七
年
七
月
)

注

①
「
【
附
表
】
『
馬
氏
文

通
』
研

究
文

献
目
録

(初
稿

)
」
を

参

照
。
な
お
、

本
文
中

の

〔目
鋒

(

)
〕

は
こ
の
目
録

の
番
號
を
示

し
て
い
る
。

②
今
日
ま
で

の
研
究

で
該
書

と
西
洋
語
法

理
論
と
の
關

係
を
最
も
詳
し
く

論
じ
た
も

の
と
し

て
王
力

「
漢
語
語
法
學
的
興
起
及
其

獲

展
」

〔
目
録

(
四

二
)
〕
が
睾
げ
ら

れ
る
が

、

こ
の
論
文

に
於

い
て
も
そ

の
關

係

は

僅

か
の
部
分

に
於

い
て
簡

軍

に
述
ぺ
ら
れ
て

い
る

に
す
ぎ
な

い
。

こ
の
問
題

に

つ
い
て
、
今
注

目
す

べ
き

は
高
名
凱

氏
の
次

の
意
見

で

あ

る
。「
自
從
馬
建
忠

介
紹

語
法
學

到
中

國
來
之
後

、

一
般
人
都
希
望

能

膨
給

漢
語
的
詞
加
以
詞
類
的
分
別
、
彷
彿
不
這
磨
徹
就
没
有
語

法
學
、
因
爲
西
洋
的
語
法
學

一
開
頭
就
講
詞
類
、
而
且
許
多
語
法

問
題
、
如
各
種
語
法
範
疇
、
都
與
詞
類
有
關

。
這
種
倣
法
有

一
個

理
論
的
背
景
、
部
認
爲
各
種
語
言
的
語
法
鷹
當
是
相
當
的

。
馬
建

忠
在
法
蘭
西
學
習
語
法
學
、
他
多
少
受

了
波
爾
螢
耶
爾

(
P
o
箕
「

ヵ
o
旨

一)
理
性
主
義
語
法
學
的
影
響

、
而

一
般
人
也
無

形

之

中
受

了
馬
建

忠
的
影
響
、
掌
西
洋
的
語
法
格
局
給
強
套
在
漢
語
上
。
事

實
上
、
漢
語
是

否
有
詞
類
的
分
別
、
要

看
漢
語
自
身
的
内
部
護

展

規

律
。
」

(
高
名
凱
、
『
漢

語
的

詞
類
問
題
』
〔
中
華

書

局

一
九
五
五
年
〕
所
牧

「
關
於
漢
語
的

詞
類
分
別
」
〔
薯

・お
=
念
〕
)

つ
ま
り
高

氏
の
意
見

に
よ
れ
ば

、
『
馬

氏
文

通
』

は

『
ポ

ー

ル

.
ロ

ワ
イ
ヤ

ル
文
法

』
(
A
r
n
a
u
l
d
 
&
 
L
a
n
c
e
l
o
t
:
(
G
r
a
m
m
a
i
r
e
 
g
e
n
-

e
r
a
l
e
 
e
t
 
r
a
i
s
o
n
n
e
e
-
l
e
s
 
f
o
n
d
e
m
e
n
t
s
 
d
e
 
l
'
a
r
t
 
d
e
 
p
a
r
l
e
r

ー

》
P
a
r
i
s
,
c
h
e
z
 
P
i
e
r
r
e
 
l
e
 
P
e
t
i
t
,
1
6
6
0

)

の
影
響

を
受
け

て

い
る
と

い
う
わ
け
で
あ

る
。

こ
の
意
見

は
今
現

在
中

國
で
さ
か
ん
に
論

じ
ら
れ
て
い
る
馬

氏
に
お
け
る
歴
史
観
念

の
有
無
、

と
い
う
問
題

に
新

た
な
視
貼
を
與
え

る
こ
と
が

で
き
る

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
が

、
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今
は
敢
え

て
臆
断
は
避
け

た
い
。

な
お

こ
の

『
ポ
ー

ル

・
ロ
ワ
イ
ヤ

ル
文
法
』

は
、
今

世

紀

六

十
年

代

、
N
o
a
m
 
C
h
o
m
s
k
y
.
.
(
C
a
r
t
e
s
i
a
n
 
L
i
n
g
u
i
s
t
i
c
s
-
A
 
C
h
a
p
-

t
e
r
 
i
n
 
t
h
e
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
R
a
t
i
o
n
a
l
i
s
t
 
T
h
o
u
g
h
t
-
)
N
e
w

Y
o
r
k
,
 
H
a
r
p
e
r
 
&
 
R
o
w
,
1
9
6
6
.

(
そ

の
中
で
も
特

に
"
D
e
e
p
 
a
n
d

S
u
r
f
a
c
e
 
S
t
r
u
c
t
u
r
e
"
{
p
p
.
3
1
-
5
1

〕)
、
及
び
M
i
c
h
e
l
 
F
o
u
c
a
u
l
t
.
.

《
L
e
s
 
m
o
s
t
s
 
e
t
 
l
e
s
 
c
h
o
s
e
s
-
u
n
e
 
a
r
c
h
e
o
l
o
g
i
e
 
d
e
s
 
s
c
i
e
n
c
e
s

h
u
m
a
n
e
s
-

》
P
a
r
i
s
,
G
a
l
l
i
m
a
r
d
,
1
9
6
6

(
そ

の
中
で

も

特

に

C
h
a
p
i
t
r
e
 
I
V
 
"
p
a
r
l
e
r
"
{
p
p
.
9
2
-
1
3
6

〕
)

等

に
於

い
て
再
評
償
さ

れ
、
そ

の
文
法
理
論
が
詳
し
く
紹
介

さ
れ

て
い
る
。

高

氏

の
意
見
も
含
め
て

こ
の
問
題
は
ま
た
別

の
機
會

に
改

め
て
論
じ

て
み
た

い
と
思
う
。

③

『
馬
氏
文

通
』
の
引
用

に
は

『
「
馬
氏

文

通
」
稜

注

』
本

〔
目
録

(
十

八
)
〕
を
用

い
た
。

④
中
華
書

局

一
九
五
四
年
章

錫
探
校
注
本
に
よ
る
。

⑤

こ
の
部
分

の

『
馬
氏
文

通
』
と

『
助
字
辮
略
』
と

の
關
連

性

は

『
「
馬

氏
文
通
」

校
注

』
に
は
指
摘

さ
れ
て

い
な

い
。

⑤
前
掲

の

「
『
馬
茂
文
通

』
以
前
的
語
法
研
究
」

に
も
同
様

の
指

摘

が
あ

る
。

「
『文

通
』
封
劉
、
王
之
説
還
是
批
到
地
接
受
、
惟
封
子

衰

説
、

多
就

其
論
黙
而
加
獲
璋
而
已
。
至
干
直
接
采
用
其
語
句
、
如
…
…
。
」

『
馬
氏
文

通
』
に
お
け
る
傳
統
小
學

の
縫

承
の
し
か
た

(
西
山
)

(
『
山
東

大
學

學
報
』

一
九

六
二
ー

二
、
℃
.
胡

)

⑦
半
島
徳
次
氏

「
馬
建

忠
」
〔
目
録

(
三
十
三
)
〕
に
於

い
て
も

こ
の
論
文

は

『
馬
氏
文

通
』
研

究

の
好

論
文

と
評
債
さ
れ
、
約

一
ペ
ー
ジ
に
わ
た

り
引
用
し
て
あ
る
。

⑧

『
馬
氏
文

通
』

に
は
以
下

の
様

に
定
義

さ
れ
て
い
る
。

「
【
界
説

六
】

凡
實
字

以
貌
動
静

之
容
者
、
日

『
状
字
』
。
」

(
『
馬
氏
文
通
』
正
名
巻
之

一
)

「
指

示
代
字

者
、
所

以
指
明
事
物

以
示
匿
別
也

。」

(
『
馬
氏
文
通
』
實
字
巻

之
二

・
指
示
代
字

二
之

六
)

⑨
嚴
密

に
言

え
ば
該

書

の

言

う

「
虚
字
」
と

は

「
介
字
」
「
連
字
」
「
助

字
」
「
歎
字

」
の
四
種

で
あ

る
が

、
實
際

は

「
歎
字
」
は
該

書

の

「
助

字
巻

之
九
」

の
末
尾

に
添
え
ら
れ

て
い
る

の
み
に
す
ぎ
す
、
ま
た
間
投

詞

は
統
語
關
係

に
影
響

を
與
え
な

い
こ
と
か
ら
考
え

て
も
、
後

に
畢
げ

て
い
る
序

に
言

う

「
盧
字

」
と
は

「
連
字

」
「介

字
」
「
助
字
」

の
三

つ

を
指
す
と
考
え

て
差
し
支
え
な

い
と
思
わ
れ
る
。

⑩
本
稿

の
論
旨
か
ら
少
し
く
逸
れ
る
が
、
該
書

の
術
語

の
成
立
を
考
え
る

際

に
も

う

一
つ
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と
は
、
該
書

と
中

國
で
出
版
さ
れ
た
西
洋
語
文
法
書

と

の
關
連

性
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に

關
し
て
は
井

田
好

治
氏

「
中

國
語
に
借
用

さ
れ
た
日
本

の

近

代

譯

語

-

特

に
英
文
法
用
語

に

つ
い
て
ー

」
(
『
言
語
科
學
』
<
。
r

ω
、
九

州
大
學
教
養

部
、
一
九
六
七
年

)

に
於

い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
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・甲
國

・又
㎝學
込醐
盤
A

鱗
夘
十

山ハ
曲號

こ
の
論
文

に
よ
れ
ば
、
例

え
ば
W
.
L
o
b
s
c
h
e
i
d
:
(
E
n
g
l
i
s
h
 
a
n
d

C
h
i
n
e
s
e
 
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
,
 
w
i
t
h
 
t
h
e
 
P
u
n
t
i
 
a
n
d
 
M
a
n
d
a
r
i
n
 
P
r
o
-

n
u
n
c
i
a
t
i
o
n
)
4
 
p
a
r
t
s
,
H
o
n
g
k
o
n
g
,
1
8
6
6
-
6
9

(
豊

田
博

士
蒐
集

「
英
學
資
料
筑
紫
文
庫
」
本
)

に
於

い
て
既

に
名
字

、
本
名
、
動
字

、

連
字
等
、
『
馬
氏
文
通
』

の
術
語

と
名
構

を
同
じ

く
す

る
術
語

が

幾

つ

か
見
ら
れ

る
。

こ
の
問
題

に

つ
い
て
は
ま
た
稿

を
改

め
て
詳
し
く
論

じ

て
み
た

い
。

⑪
鯨
説

と
し
て
、
『
馬
氏
文

通
』

に
は
さ
ら

に
注

属
す

べ
き
部
分
が
あ
る
。

そ
れ
は
次

の
二
篤
所
で
あ
る
。

「
字

有

一
字

一
義
者
、
亦
有

一
字
数
義
者
。
後
儒
以
字
義

不

一
而
別
四

聲
、
古
無
是
也
。
」

(
『
馬
氏
文
通
』
正
名
巻
之

一
)

「
至
同

一
字
而

或
爲
名
字
、
或
爲
別
類
之
字
、
惟
以

四
聲
爲

匿
別
者
、

皆
後
人

強
爲

之
耳
。
」(
に、馬

氏
文
通
』
實
字
巻
之

二

・
名
字

二
之

一
)

こ
の
所

謂

「
四
聲
別
義
と

い
う
も

の
は
後

濡
が
人
爲
的

に
つ
く
り
だ

し
た
も

の
で
、

い
に
し
え

に
は
な
か

っ
た
も

の
で
あ
る
」
と

い
う
考
え

方

は
、
顔
之
准

『
顔
氏
家
訓
』
を
始
め
と
し
て
顧

炎

武

『
音
論
』
、
銭

大
断

『
十
駕

齋
養
新
録
』
、
段
玉
裁

『
六
書

音
均
表
』
等

に
於

い

て

既

に
論
じ
ら
れ

て
い
る
問
題

で
あ

り
、
馬
氏

に
於

い
て
も
そ

れ
ら

の
考
、兄

方

を
縫
承

し
て
以
上
の
様

に
述

べ
た
の
で
あ

ろ
う

と
思

わ
れ
る
。

ま
た
そ
の
中

で
も

特

に
馬
氏
が
直
接

綴
承
し
た
と
思
わ
れ
る

の
は
段

玉

裁

『
説
文
解
字
注

』
の
論
述

で
あ

る
。
そ

の
根
擦

と
し
て
、
馬
氏
が

段

玉
裁

の
書

を
濱
ん
だ

こ
と
が
あ

る
と
自

ら
言

っ
て

い
る

こ

と

(
「
讃

王
懐
租
、
段
茂

堂
諸
書
、
虚
實
諸
字

、
先
後

錯
用
、
自

無
定

例
、
讃
者

無
所
適

從
。
」
『
馬
氏
文
通
』
正
名
巻
之

一
)
、
前

に
畢

げ

た

『
馬
氏
文

通
』

の

「
古

無
是
也
」
「後

人
強
爲
之
」
と

い

っ
た
表
現

の
仕

方

が
以

下

に
羅
げ
る

『
説
文
解
字
注
』

の
も

の
と
酷
似

し
て
い
る
こ
と
、
な
ど

が
畢
げ
ら
れ
る
。

「
徴
、
循
也
。
(
注
)
今
人
分
平
去

、
古
無
是
也

。
」

(
『
説
文

解
字
注

』
二
篇
下

)

「
養

、
供
養

也
。
(注

)
今

人
分
別
上
去
、
古

無
是
也
。
」

(
同
右

、
五
篇
下

)

「
悪
、
過

也
。
(注

)
本

無
去

入
之
別
、
後
人
強
分
之

。」

(
同
右

、
十
篇
下
)

(
全
て
上
海
古
籍
出
版
社

一
九

八

一
年
、
経
駒
櫻
本

に
よ
る
。
)

こ
の
こ
と
も
馬
氏
が
傳
統
小
學

を
縫

承
し
て

『
馬

氏
文
通

』
を
著

述

し
た
と
考

え
る

一
つ
の
根

擦
と
な
り
得

る
と
思
う
。

⑫

『
馬
氏
文

通
』
と

『
古
書

疑
義
畢
例
』
と

の
關
連

性

に
着

目
す
る
も
う

一
つ
の
根
擦

と
し
て
、
馬

建

忠

(
一
八
四
五
-

一
九
○
○
)

と

禽

越

(
一
八
二

一
-

一
九
〇
六
)
と

の
個
人
的
接

燭

の
可
能
性
が
考
・兄
ら
れ

る
が
、
そ

の
こ
と

に
關
す
る
記
述

は
未
見

で
あ

る
。

た
だ
馬
氏
は
江
蘇

(
丹
徒
)
、
論
氏

は
漸
江

(
徳
清
)

の
出
身

で
あ
り
、
爾
氏
と

も

に
蘇
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漸

を
中

心
に
活
動

し
て
い
た

こ
と
を
考
え
合
わ

ぜ
る
と
、
そ

の
可
能
性

は
十
分

に
考

え
ら
れ
る
。
も

し
そ
う
だ
と
す

れ
ば

、
王
引
之

(
一
七

六

六
ー

一
八
三
四

江
蘇
高
郵
出
身
)
『
経
傳
澤
詞

』
の
説

を

『
古
書
疑
義

學

例
』
が
縫

承
し
、
『
古
書

疑
義
摯
例
』

の
説
を

『
馬
氏

文

通
』
が
縫

承
し
た
理
由
の
根
底

に
、
人
間
關
係

及
び
地
域
關

係

の
要

素
が
認

め
ら

れ
る

こ
と
に
な
る
、
ま
た
後

に
遮

へ
る
よ
う
に
、
梁
啓

超
が

『
馬
氏
文

通

』
成
書

時
に
参
考
に
し
た
書

物
を
述
べ
る
際
に
、
何
故
殊
更

に

『
経

傳
羅
日詞
』
、
『古

書
疑
義
墨
例
』

の
爾
書

を
特

に
列
學

し
た
か
と

い
う

こ

と
も
、
以
上

の
こ
と
を
考
慮

に
入
れ

て
お
く
と
そ

の
理
由
が

よ
り
は

っ

き
り
す
る

よ
う

に
思
わ
れ
る
。

⑬

『
飲
泳
室
合
集
』
(
上
海
中
華
書

局

一
九
三
六
年
本
)
「
專

集

之

三

十

四
」

に
よ
る
。

◎禽
同
右

「
專
集
之

七
十

五
」

に
よ
る

。

⑬

同
右

「
文
集
之

七
」
に
よ
る
。

⑯

中
華
書
局

一
九
五

六
年
本

『古

書
疑
義
畢
例

五
種

』
に
よ
る
。

⑰
該
書

に
於

い
て
こ
の
よ
う

に
統
語
論
が
散
見
す

る
の
は
、
馬
氏
が
も
と

も
と
そ

の
こ
と
を
意
圖

し
て
該
書
を
編

ん
だ

た

め

で

あ

り
、
例
え
ば

「
論

句
禎
」

の
冒
頭

に
於

い
て
馬
氏

は
次

の
如
く
言
う
。

「
字
分
九
類
、
凡
所
以
爲

起
詞
、
語
詞
者
蓋

英
。
至
進
論
夫
起
、
語

南
詞
之
成
爲
句
、
成
爲
讃
者

是
則
此
巻
之
所

由
作

也
。
然

此

巻

所

論

者
、
有
巳
散
見
於
前
者
、
有
未
見
者
。
今
用
散
見
者
総
之

、
未
見
者
補

『
馬
氏
文

通
』
に
お
け
る
傳
統
小

學

の
縫
承

の
し
か
た

(
西
山

)

之

。」

(
『
馬
氏
文
通
』
論
句
讃
巻
之

十
)

⑱
例
え
ば

『
古
代
漢
語
語
法
』
第

八
章
圭
語

謂
語
ニ

「
主
語
和

謂
語
的
語

序
」
(
馬
忠
著
、
山
東
教
育

出
版

社

一
九
八

三

年
、
p
ワ

一
〇
①
、
一〇
G。
)
、

『
古
代
漢
語
』
古
代
漢
語
常
識
④
古
代
漢
語
的
語
序

(郭

錫
良

等

編

、

北
京
出
版
社

一
九

八

一
年
、
p
℃
●
沁G。
一
凸
○。
。Q
)
な
ど
が
畢
げ
ら
れ
る
。

鋤
本
稿
第

三
章
e

に
お
け

る
最
初

の

『
馬

氏
文
通
』

の
引
用

を
参
照
。

⑳
北
京
大
衆
出
版

社

一
九
五
五
年
本

に
よ

っ
た
。

⑳

こ
の
問
題

に

つ
い
て
は
青
木
正
兇
氏

「
虚
字
考
」
(
『
中

國
文

學

報
』
第

四
研
、

一
九
五

六
年
)
、
『
古
漢
語
語
法

學
資

料

彙

編

』
(鄭
璽

、
蜜

梅

麹
編
、
中
華
書
局

一
九
六
四
年

)
を
参
考

に
し
た
。

㈱

『
歴
代
詩
話
續

編
』
(
丁
編
保
輯
、
中
華
書
局

一
九
八
三

年

本
)

に
よ

る
Q

㊧

『
百
部
叢
書
集

成
』
所

牧

『
惜
陰

軒
叢
書
』
本

に
よ
る
。

鱒

『
國
文
法
草
創

』
一『

文
法
上
鷹

待
解
決
之
諸
懸
案

.
⇔
本

用
活
用
問

題

(
商
務
印
書
館

一
九
二
二
年
初
版

、

一
八
八
二
年
漢

語

語

法

叢

書

本
、
薯

・
一
c。
-
b。
O
)
、
『
高
等

國
文
法
』
第

四
章
動
詞

・
④

普

通

外

動
詞

(
商
務
印
書
館

一
九
三
〇
年
初
版

、

一
九
八
四
年

漢
語
語
法
叢
書
本
、

P
ワ
一
〇
N
リ
一
〇
ω
)
、
『
文
言
語
法
』
第

六
章
動
詞

・
二
、
由
名
詞
、
形
容
詞

輔
來
的
動
詞

・
三
、
意
動

用
法
和
使
動
用
法

(
前
出
、
P
℃
.
ゆ
り
山
O
α
)
、

『古
代

漢
語
』
古
漢
語
通
論

(
十

一
)
詞
類
的
活
用

(
王
力

主

編
、
中

華
書
局

一
九
六

二
年
初
版
、

一
九
八

一
年

修
訂
本

で
P
・ω
心
O
,ω
鋤

)
、
『古
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【
附
記
】
本
稿
は
、
筆
者
が
文
部
省
派
遣
昭
和
六
十
年
度
學
生
國
際
交
流
制

度

に
よ
り
、

一
九

八
五
年
九

月
よ
り

一
九

八
六
年

八
月

ま
で
中
國

北
京
大
學

へ
留
學

し
た
際
、
中
國
語
言
文
學
系
演
習

「
『
馬

氏

文

通

』
研

讃
」
(郭

錫
良
先
生
指
導

)
に
於

い
て
提
出

し
た
軍

位

認

定

レ
ポ
ー
ト

「
『
馬
氏
文

通
』
硯
究
方
法

上
的

幾
個

問

題
」
を
日

譯

し
加
筆

し
た
も

の
で
あ

る
。

北
京

滞
在
中
、
指
導
教
官

の
郭
先
生

に
は
、
本
稿

執
筆
も
含
め
ひ

と
か
た
な
ら

ぬ
ご
指
導
を
賜
わ

っ
た
。
特

に
此

に
識
し

て
感
謝

の

意

を
申

し
上
げ

る
。

中
國
文
學
論
集

第
十
六
號

代

漢
語
』
古

代
漢
語
常
識
五
詞
類
的
活
用

(
郭

錫

良

等

編
、
前
出
、

署

・
b。①
宇

卜。
。。
H
)
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

【補記】 本稿校正中,大 阪外國語大學中國語學研究室刊曝『中國語法學論文分類

索引(1978～1987)』(1987年12月)が 出版された。 該書中p・8に 於いてr馬

氏文通』に關する中國刊行論文が列學されているが,そ の中に 「【附表】『馬氏

文通』研究文献 目録(初 稿)」 に漏れた ものが四件ほどあるので,や む を得ず

此に補記する。(一 九八八年一月)

(70)1985《 語法的模倣和創新一談 〈馬氏文通〉》 沈錫倫 《漢語學習》1985-2

(71)1985《 〈馬氏文通〉的功續和不足》 愈敏,謝 紀鋒 《學術文摘》1985-1

(72)1985《 ぐ馬氏文通〉的`字 無定i類'》 劉乃仲 《漢語學習》1985-6

(73)1986《 〈馬氏文通〉與現代漢語》 許楽新 《華南師範大學學報》1986-1

搦



(46)1981「 中國人は語をどのように分類 内田慶一r現 代言語學批到』
してきたか」(動 草書房)所 牧

(47)1982《 庭所關漂詞舛 時間關係詞例 鄭仁淑 《中國語文學》〉oL5
州 關妊 研究 嶺南中國語文學會
一 〈韓非子〉号 中心良呈.一》

(48)1982《 〈馬氏文通〉的版本》 林玉山 《上海師範學院學報》
1982=1

(49)1982《 《馬氏文通〉的實際作老是馬 邸國義 《學林漫録》〉QL5相
伯鳴?》

(50)1983ac《 漢語語法學史》 林玉山 湖南教育出版社

(51)1983《 試 論 〈馬氏文通〉的`次'》 林玉山 《上海師範學院學報》
1933=4

(52)1983《 〈馬氏文通〉在漢語語言學史 襲千炎 《語言學百題》
上有什廉地位?》

(53)1983《 言炎談忽様言費書》

(54)1933ee『 中國論理學史研究』

(55)1984《 〈馬氏文通〉評述》

(56)1934《 簡談 〈馬氏文通〉的t位 次'
理 論的影響》

(57)1984《 〈馬氏文通〉用例小計》

(58)1984《 〈馬氏文通〉和 〈新著國語文
法〉説略》

(59)19S4e《 〈馬氏文通〉札記》

(60)1934《 〈馬氏文通〉》

(61)1985《 〈馬氏文通〉句讃論述評》

(62)1935《`頓'爲`非 主謂詞組'辮 》

(63)1985《 〈馬氏文通〉句讃簡説》

(64)19S5《 〈馬氏文通〉的`輻 詞'與`加詞'辮 》

(65)1936ee《 漢語語法學史》

×(66)1936《 重 讃 く馬氏文通〉》

(67)1936ee《 〈馬氏文通〉讃本》

(68)1936ce《 〈馬氏文通〉講義》
(油 印本.171p.)

(69)一 《 〈馬氏文通〉語法禮系中
的幾悩問題》(校 正刷)

杜高印、高天如 《准北煤師院學報》

呂叔湘、王海蒙

王海藥

呂叔湘 《語言文字學術論文集》
(知識出版社)所 牧(未 公刊の

(上海教育出版社)所
牧

王 力 《王力論學新著》
(廣西人民出版社)所
牧

加地伸行 研文出版

呂叔湘、王海菓
《中國語文》1984-1,2

王佐才 《求是學刊》1984-1

張 萬起 《語文研究》1984-2

董 傑鋒 《遼寧大學學報》
1984「3

孫 玄常 安徽教育出版社

命敏,謝 紀鋒 《文史知識》
1984=11

王海漿 《語言研究》1985-2

沈 錫倫 《中國語文》1985-3

劉 斌 《映西師大學報》
1935-3

陸中央 《漢語學習》1985-4

馬 松亭 安徽教育出版社

1986-1

上海 教育出版社

北京大學中文系19866
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(23)1958

(21)1959

(25)1959

(26)1959

(27)1959

x(28)1951

(29)1961

「『馬氏文通』か ら 「漢語」
まで」

《漫談 〈馬氏文通〉》

《從 〈鴇氏文通〉所想起的一些
問題ン

く關於 〈馬氏文通〉》

《關於 〈馬氏文通〉》

「中國古典文法研究史
一馬建忠と岡三慶の業績一」

「清末改艮振馬建忠」

(30)1961ee《TheEarlistModern

GovernmentSchoolsin

Chlna》

(31)1962

×(32)1963

(33)1935

(34)1966

(35)1969

(36)1978

×(37)1978

(38)1979

(39)1980

(40)1930

(41)1980

(42)1981

(43)19S1

(44)1981

(45)1981

《〈馬氏文通〉以前的語法研
究》

《〈馬氏文通〉句法理論中的艦詞'和 鴫次'的 學説》

「馬建忠」

「馬建忠の経濟思想」

「『馬氏文通』」

《〈馬氏文通〉述評》

《〈馬氏文通〉及其作老》

《五四以來漢語語法研究評述》

《現代漢語語法學史話》

《〈馬氏文通〉的作者究寛是誰
?》

《封 く馬氏文通〉的幾瓢看法》

《漢語語法學的興起及其獲展》

《〈馬氏文通〉代字章遠評》

《評 〈馬玩文通〉封漢語語法研
究的貢獄》

「『馬氏文通』」

牛島徳次 『漢文教室』
〉ol.34

陳望 道 《復旦學報》1959-3

郭紹虞 《復旦學報》1959-3

胡裕樹 《復旦學報》1959=3

呉文祓 《復旦學報》1959-3

香坂順一 『中國語學研究諭文
集』(紫 塚漢文研究
會)所 牧

材要三 『中國史研究』
〉ol.1大 阪市立大學

KnightBiggerstaff
CornellUniversityPress,
Ithaca,N.Y.1961

劉 景農 《山東大學學報》1962-2

王維賢 《杭州大學學報》
1963-2

牛 島徳次 『中國語と中國文化 『(光 生館)所 牧

林要三 『帝塚山大學紀要』
〉oL2-2

伊地 智善纏 『中國語學新辭
典』(光 生館)

所牧

周鐘蜜 《中國語文》1978-4

嶺 《語言文學》1978-6

徐通 鍵,葉 輩聲 《中國語文》
1978-4

呂必松 《語言教學與研究》
1930-2,3

朱 星 《社會科學職淺》
1930-・3

林玉山 《上海師範學院學報》
1980-2

王 力 《中國語文研究》
181-2

王海棄 《中國語文》1931-2

李 紹徳 《漸江師範學院學報》
1981-2

牛島徳次 『中國語』1981-8

鵬



【附表】 『馬氏文通』研究文献目録(初 稿)(～1986)

(曇 印は專著,無 印は論文,× 印は筆者未見のもの)

×(1)1914ee《 〈馬 氏文 通 〉 易 覧 》

×(2)1916ee《 〈文5蓬1>要1　已》

(3)1921「 漢 字 の品 詞 分 類 と馬 氏 の文

通 」

×(4)1922《 〈馬 氏 文 通 〉 刊藝誤 》

(5)1931ee《 〈馬 氏文 通 〉 刊 誤 》

×(6)1931《 〈馬 氏文 通 〉 答 問 》

(7)1932ce《 中國 文 法 講 話 》

郡成萱 瑞安倣古印書局

陶 奎 北京華新印刷局

湯淺廉孫r支 那學』
〉ol.1-5,6

CP《 學藝》
〉ol・3-10～4-4

楊 樹蓬 商務印書館

膠子才 《厘大週刊ゆ

I〉ol.11-1～11,20～24,13-・9・,4語 言 文 學 專 知〉oL1-3・4

×(8)1935「 『馬 氏文 通 』 抄 」

×(9)1936《 讃 〈馬 氏 文 通 〉 》

×(10)1937《 〈馬 氏文 通 〉 的 版 本 》

(11)1939ee《 馬 相 伯 先 生年 譜 》

(12)1940

(13)1910

劉 復 北新書局

北浦藤鄭 『支那語』4-4

何 容 《文史》
〉ol.4,10～12

何 容 《讃書週刊輩》〉o1.10ε

張 若谷 商務印書館

 (The Third Person Pronouns 
and Related Matters in 
Classical and Modern Chinese) 

The So-called Final ' ) Ja

(14)19420r・ 《中國 文 法 論》

(15)1942《LeMot-par匙1cu1ゼ 之 》

(16)1947《 試 論 助 辭 》

(17)1952《Noesurt焉'》

(18)1954ee《 〈馬氏文通〉校注》

(19)1957《 〈馬氏文通〉和奮有講虚字
的書♪

(20)1958《 馬建忠的思想》

(21)1958ee《 漢 語 史 稿(中)》

(22)1958「 中 國 人 の 語法 研 究 〈革 命 以

前 〉 」

Shuh-HsiangLli《 華 西 協

合 大學 中國 研 究所集

刊琶》〉ol.1う2

mesR.Ware《Harvard

Journalo丘Asiat1c
Studies》〉o1・5

何 容 商 務 印 書 館

Jos.Mullie《T`oungPao》
〉oL36

陳 望 道 ぐ國 文 月刮 》〉.1.62

Jos.Mullie《Harvard

JournalofAslatic
Studies》〉oL15

章 錫 珠 中 華 書 局

褒 梅 麹 《中 國 語文 》19574

任 縫 愈 《中國 近 代 思想 史 論 文

集 》(上 海 人 民 出版 社)

所 牧

王 力 科學 出版 社

半 島 徳 次r中 國 語學 事 典 』

(江 南 書 院)所 牧
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